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1.  平成25年12月期第1四半期の連結業績（平成25年1月1日～平成25年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年12月期第1四半期 29,452 24.0 3,256 80.3 3,404 76.5 1,829 75.3
24年12月期第1四半期 23,747 4.4 1,806 △8.9 1,928 △7.4 1,043 △13.8

（注）包括利益 25年12月期第1四半期 2,567百万円 （113.8％） 24年12月期第1四半期 1,200百万円 （1.0％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年12月期第1四半期 90.58 ―
24年12月期第1四半期 51.67 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

25年12月期第1四半期 97,689 46,506 42.9
24年12月期 85,064 46,043 48.6
（参考） 自己資本   25年12月期第1四半期  41,869百万円 24年12月期  41,367百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年12月期 ― 0.00 ― 95.00 95.00
25年12月期 ―
25年12月期（予想） 0.00 ― 95.00 95.00

3. 平成25年12月期の連結業績予想（平成25年 1月 1日～平成25年12月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 79,426 9.1 10,579 4.6 11,090 6.3 6,165 8.4 305.25
通期 133,092 6.0 5,252 27.3 6,033 28.7 2,386 38.7 118.18



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注） 詳細は、添付資料P.5「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に対す
る四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の詳細に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項については、添付資料P.4
「当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  有
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年12月期1Q 20,200,000 株 24年12月期 20,200,000 株
② 期末自己株式数 25年12月期1Q 3,598 株 24年12月期 3,588 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年12月期1Q 20,196,405 株 24年12月期1Q 20,196,502 株
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当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、安倍政権への交代以降、各種経済対策・金融政

策の実施を背景に、景気回復への兆しが見えつつある一方、雇用情勢には依然として厳しさが残り、未

だ緩やかなデフレ状況にあるなど、景気の先行きには引き続き注意が必要な状況でありました。 

このような状況のなか、当社グループは“お客様の満足感・信頼感”の向上を目指し、引き続き「安

全、安心、快適な生活空間の創造に貢献」をテーマに、創造的・革新的な製品開発及び独創的な衛生管

理サービスの提供を行いました。また、売上・利益の拡大を図るため、積極的な営業展開を推進すると

ともに、経営資源の有効活用やコストの低減に取り組みました。 

以上の結果、殺虫剤が早期に出荷されたことや、昨年子会社化した㈱バスクリンの連結による寄与

(前期は第２四半期連結会計期間より計上)もあり、当第１四半期連結累計期間における売上高は294億

52百万円(前年同期比24.0％増)、営業利益は32億56百万円(前年同期比80.3％増)、経常利益は34億４百

万円(前年同期比76.5％増)、四半期純利益は18億29百万円(前年同期比75.3％増)となりました。 

なお、当社グループは殺虫剤の売上構成比が高く、売上高が３月～８月に偏るという季節性がある一

方、人件費等の固定費は年間を通じてほぼ均等に発生するため、四半期毎の売上高や利益には相応の影

響があります。 

   

セグメントの業績の概要は次のとおりであります。 

   

［家庭用品事業］ 

家庭用品事業におきましては、個人消費は持ち直しつつあるものの、未だ緩やかなデフレ状況にあ

り、競争環境は依然として厳しい状況にあります。 

このような状況のなか、積極的な新製品の投入や製品価値を高めるリニューアルを実施するととも

に、売場展開の強化などにより市場の活性化を図り、売上の拡大に努めました。 

以上の結果、当第１四半期連結累計期間における当事業の売上高は265億98百万円(前年同期比29.9％

増)、セグメント利益(営業利益)は28億68百万円(前年同期比107.0％増)となりました。 

  

 
(注)  売上高にはセグメント間の内部売上高又は振替高が含まれております。その金額は、前第１四半期連結累計期

間では938百万円、当第１四半期連結累計期間では1,413百万円です。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

（家庭用品事業の業績） (単位：百万円)

前第１四半期
連結累計期間

当第１四半期
連結累計期間

増減額 増減率

殺虫剤部門 8,716 10,974 2,258 25.9％

日用品部門 10,499 14,156 3,657 34.8％

口腔衛生用品 6,050 6,852 802 13.3％

入浴剤 1,548 3,657 2,109 136.2％

その他日用品 2,900 3,646 745 25.7％

ペット用品・その他部門 1,263 1,467 203 16.1％

売 上 高 合 計 20,479 26,598 6,119 29.9％

セグメント利益(営業利益) 1,385 2,868 1,482 107.0％
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部門別の主な状況は次のとおりであります。 

   

殺虫剤部門 

殺虫剤部門においては、『おすだけノーマット 200日用』や『バポナ虫よけネットＷ 240日用』など

長時間使用の新製品が好調に出荷され、殺虫剤売場が早期に立ち上がったことや、当第１四半期連結累

計期間に発生した返品が前期に比べて大幅に減少したことで、当部門全体の売上高は109億74百万円(前

年同期比25.9％増)となりました。 

   

日用品部門 

口腔衛生用品分野においては、洗口液の新製品『モンダミン アクア』が売上に寄与したことや、入

れ歯関連用品『ポリデント』・『ポリグリップ』、知覚過敏予防ハミガキ『シュミテクト』が堅調に推

移したことなどにより、売上高は68億52百万円(前年同期比13.3％増)となりました。 

入浴剤分野においては、『バスロマン』が前期を下回ったものの、『保湿入浴液ウルモア』の売上増

や『バスクリン』・『きき湯』など㈱バスクリンの製品が加わったこともあり、売上高は36億57百万円

(前年同期比136.2％増)となりました。 

その他日用品分野においては、衣類用防虫剤『ピレパラアース』が好調に推移したことや、㈱バスク

リンの薬用育毛剤『モウガ』・『髪姫』が加わったことなどにより、売上高は36億46百万円(前年同期

比25.7％増)となりました。 

以上の結果、当部門全体の売上高は141億56百万円(前年同期比34.8％増)となりました。 

   

ペット用品・その他部門 

ペット用品・その他部門においては、売上高は14億67百万円(前年同期比16.1％増)となりました。 

   

［総合環境衛生事業］ 

総合環境衛生事業におきましては、これまでの景気低迷に伴うコスト削減などの影響から、主要顧客

層である食品業界では市場の成長が鈍化すると見込まれる一方、製品に対する「安心・安全」への認識

は引き続き高いものがあり、衛生管理の観点から、当事業の行う高品質なサービスに対する潜在的なニ

ーズが期待できる状況にあります。 

このような状況のなか、年間契約の増加による安定した収益の拡大を目指すため、技術開発力と営業

体制の更なる強化に取り組み、新規契約の獲得と契約金額の増大に努めました。 

以上の結果、当第１四半期連結累計期間における当事業の売上高は43億１百万円(前年同期比1.5％

増)、セグメント利益(営業利益)は４億10百万円(前年同期比1.9％増)となりました。 

  

 
(注)  売上高にはセグメント間の内部売上高又は振替高が含まれております。その金額は、前第１四半期連結累計期

間では29百万円、当第１四半期連結累計期間では34百万円です。 

  

（総合環境衛生事業の業績） (単位：百万円)

前第１四半期
連結累計期間

当第１四半期
連結累計期間

増減額 増減率

売 上 高 4,236 4,301 65 1.5％

セグメント利益(営業利益) 403 410 7 1.9％
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 (資産、負債及び純資産の状況) 

当第１四半期連結会計期間における総資産は、前連結会計年度末に比べて126億24百万円増加し、976

億89百万円となりました。これは、売上債権やたな卸資産の増加などによるものです。 

当第１四半期連結会計期間における負債は、前連結会計年度末に比べて121億62百万円増加し、511億

83百万円となりました。これは、仕入債務や短期借入金の増加などによるものです。 

当第１四半期連結会計期間における純資産は、前連結会計年度末に比べて４億62百万円増加し、465

億６百万円となりました。これは主に、その他有価証券評価差額金や為替換算調整勘定の増加によるも

のです。 

以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べて5.7ポイント低下し、42.9％となりました。 

  

平成25年２月13日に公表した通期の業績予想に変更はありません。 

なお、本業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断したものであり、様々な要因の変

化により実際の業績とは大きく異なる場合があります。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（３）連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

  

該当事項はありません。 

  

  

 (会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更) 

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成25年１月

１日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更してお

ります。 

これによる損益に与える影響は軽微であります。 

  

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成24年12月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 11,328 9,984

受取手形及び売掛金 14,820 24,213

有価証券 795 399

商品及び製品 12,960 17,862

仕掛品 981 1,121

原材料及び貯蔵品 4,267 4,541

繰延税金資産 1,544 1,426

その他 1,590 1,469

貸倒引当金 △19 △32

流動資産合計 48,268 60,987

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 18,673 19,010

減価償却累計額及び減損損失累計額 △9,940 △10,130

建物及び構築物（純額） 8,732 8,880

機械装置及び運搬具 8,833 9,040

減価償却累計額 △7,213 △7,367

機械装置及び運搬具（純額） 1,620 1,672

土地 5,630 5,634

リース資産 21 21

減価償却累計額 △14 △15

リース資産（純額） 7 6

建設仮勘定 225 208

その他 5,535 5,688

減価償却累計額 △4,997 △5,059

その他（純額） 538 629

有形固定資産合計 16,754 17,033

無形固定資産   

のれん 15,682 15,248

リース資産 7 5

その他 492 522

無形固定資産合計 16,182 15,776

投資その他の資産   

投資有価証券 2,423 2,801

繰延税金資産 662 453

その他 830 686

貸倒引当金 △56 △49

投資その他の資産合計 3,859 3,892

固定資産合計 36,796 36,702

資産合計 85,064 97,689
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成24年12月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 19,161 24,197

短期借入金 1,871 10,231

1年内返済予定の長期借入金 1,400 1,433

未払法人税等 1,127 1,161

未払消費税等 197 120

未払金 5,013 3,985

賞与引当金 327 970

役員賞与引当金 30 6

返品調整引当金 626 322

その他 2,035 2,018

流動負債合計 31,791 44,446

固定負債   

長期借入金 4,167 3,875

繰延税金負債 11 11

退職給付引当金 1,869 1,684

役員退職慰労引当金 312 296

資産除去債務 200 201

その他 668 666

固定負債合計 7,230 6,736

負債合計 39,021 51,183

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,377 3,377

資本剰余金 3,168 3,168

利益剰余金 34,724 34,635

自己株式 △10 △10

株主資本合計 41,261 41,171

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 235 530

為替換算調整勘定 △128 166

その他の包括利益累計額合計 106 697

少数株主持分 4,675 4,636

純資産合計 46,043 46,506

負債純資産合計 85,064 97,689
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書
 第１四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年１月１日 
 至 平成25年３月31日) 

売上高 23,747 29,452

売上原価 14,635 16,959

売上総利益 9,111 12,492

販売費及び一般管理費   

運送費及び保管費 557 733

広告宣伝費 1,216 1,427

販売促進費 771 1,031

貸倒引当金繰入額 △1 18

給料及び手当 1,734 2,009

賞与引当金繰入額 518 619

役員賞与引当金繰入額 7 6

役員退職慰労引当金繰入額 9 9

旅費及び交通費 308 346

減価償却費 120 125

のれん償却額 10 433

地代家賃 163 197

研究開発費 384 464

その他 1,504 1,813

販売費及び一般管理費合計 7,305 9,236

営業利益 1,806 3,256

営業外収益   

受取利息 17 5

受取配当金 0 0

為替差益 － 51

受取ロイヤリティー 0 0

受取手数料 46 45

受取家賃 32 32

その他 40 29

営業外収益合計 137 166

営業外費用   

支払利息 5 16

投資事業組合運用損 1 0

為替差損 4 －

たな卸資産廃棄損 0 －

その他 2 0

営業外費用合計 14 18

経常利益 1,928 3,404
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(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年１月１日 
 至 平成25年３月31日) 

特別利益   

固定資産売却益 4 0

投資有価証券売却益 239 2

受取保険金 65 2

特別利益合計 309 5

特別損失   

固定資産売却損 0 －

固定資産除却損 17 2

投資有価証券売却損 0 －

投資有価証券評価損 85 34

有価証券評価損 401 －

ゴルフ会員権評価損 0 －

特別損失合計 504 37

税金等調整前四半期純利益 1,733 3,371

法人税、住民税及び事業税 870 1,210

法人税等調整額 △152 191

法人税等合計 717 1,402

少数株主損益調整前四半期純利益 1,015 1,969

少数株主利益又は少数株主損失（△） △27 140

四半期純利益 1,043 1,829
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 四半期連結包括利益計算書 
 第１四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年１月１日 
 至 平成25年３月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,015 1,969

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 13 302

為替換算調整勘定 170 294

その他の包括利益合計 184 597

四半期包括利益 1,200 2,567

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,218 2,420

少数株主に係る四半期包括利益 △17 147
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該当事項はありません。 

  

  

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成 24年１月１日  至  平成24年３月31日) 

１. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) １. セグメント利益の調整額17百万円は、セグメント間取引消去であります。 

２. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２. 報告セグメントごとの資産に関する情報 

前連結会計年度の末日に比して、当第１四半期連結会計期間の報告セグメントごとの資

産の金額が著しく変動しております。その概要は、以下のとおりです。 

当第１四半期連結会計期間より、完全子会社とした㈱バスクリンを連結の範囲に含めた

ことに伴い、同社の資産を「家庭用品事業」セグメントに計上いたしました。 

なお、前連結会計年度末に比べて増加した「家庭用品事業」セグメントの資産の金額

は、当第１四半期連結会計期間においては27,858百万円であります。 

  

３. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

  (のれんの金額の重要な変動) 

当第１四半期連結会計期間より、完全子会社とした㈱バスクリンを連結の範囲に含めた

ことに伴い、「家庭用品事業」セグメントにおけるのれんの金額が増加しております。な

お、当該事象によるのれんの増加額は、当第１四半期連結累計期間においては16,939百万

円であります。 

  

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結 
損益計算書 
計上額
(注)２家庭用品事業

総合環境
衛生事業

計

売上高

  外部顧客への売上高 19,540 4,206 23,747 ― 23,747

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

938 29 968 △968 ―

計 20,479 4,236 24,715 △968 23,747

セグメント利益 1,385 403 1,788 17 1,806
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Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成25年１月１日  至  平成25年３月31日) 

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) １. セグメント利益の調整額△23百万円は、セグメント間取引消去であります。 

２. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

該当事項はありません。 

  

  

該当事項はありません。 

  

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結 
損益計算書 
計上額
(注)２家庭用品事業

総合環境
衛生事業

計

売上高

  外部顧客への売上高 25,185 4,267 29,452 ― 29,452

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

1,413 34 1,448 △1,448 ―

計 26,598 4,301 30,900 △1,448 29,452

セグメント利益 2,868 410 3,279 △23 3,256

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）重要な後発事象
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